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去る2014年11月30日に第25回北海道臨床工学会が開催されました。  

会員皆様の日常業務及び創意工夫、研究などについて多数の演題発表、活発なご討議をしていただ

き成功裡に終えることが出来ました。  

また、会当日に設けられた、当会への入会受付で多数の申し込みがあり、ついに会員数が1,000人

の大台を超える、記念すべき大会でもありました。  
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開会の辞の様子 

第25回北海道臨床工学会は室橋高男会長の開

会の辞で始まり、特別講演、教育講演、一般演題の

口演、ランチョンセミナーを行い加藤伸彦副会長の

閉会の辞をもって全プログラムを無事終了いたしま

した。 

 本工学会は、血液浄化、呼吸器、循環器、ME管

理、手術、教育・その他など幅広い分野で情報の発

信、意見交換する絶好の機会となりました。 

また、教育講演では東北薬科大学の菊地徹先

生に東日本大震災での経験とペースメーカーデ

バイス管理の重要性について、特別講演では腎

臓内科めぐみクリニックの佐藤恵先生に

CKD-MBD のお話を大変わかりやすく講演して

いただきました。 

参加者の皆さま、ご講演を頂いた先生方、座

長をお務め頂いた先生方、協賛を頂いた各企業

の皆さまには心より感謝申し上げます。 

＜単位取得について＞ 

 MDIC 単位取得 一日参加 10 点、演題発表

10 点、共同演者 3点 

→更新時には本学会の参加証が必要です。 

 教育講演に対してペースメーカ関連専門臨床

工学技士単位取得 

→教育講演受講証明書が必要です。 

 特別講演に対して血液浄化専門臨床工学技

士単位取得 

→特別講演受講証明書が必要です。 

 透析技術認定士 更新単位取得 

→更新時には本学会の参加証が必要です。 

 

受付と機器展示会場の様子 

＜参加状況＞ 

会員   ２３０名 

非会員   ４７名 

賛助会員  ５５名 

学生   １７７名 

 計    ５０９名 

 

出展企業数：１５社 

広告企業数：１６社 

 

＜学術プログラム＞ 

一般演題：１０セッション６２題 

特別講演：１題 

教育講演：１題 

ランチョンセミナー：２題 

佐藤恵先生による特別講演の様子 
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（重要!!）演者の皆様へ 

－投稿原稿提出についてのお願い－ 

                 

  公益社団法人 北海道臨床工学技士会 

広報委員会 

 

今回、発表される一般演題を会誌に掲載いた

します。掲載を希望される方で、学会当日に投

稿原稿を提出されない方は、「投稿・執筆規定」

に従い、下記の期日までに必ず投稿原稿を提出

して下さい。提出は郵送でもメールでも受け付

けます。 

編集用に用意しているパソコン(Windows)

に は 、 Microsoft の Word2010 と Power 

Point2010に対応できるようにしています。原

稿はWord、図表にはPowerPointを用い、上記

環境にて正常に動作するデータでお送り下さ

い。また、図表は白黒に修正してからお送り下

さい。 

なお、公益社団法人北海道臨床工学技士会会

誌は現在ISSN登録となっています。今回発表

される内容を他学会にて全く同じ内容で論文

投稿の予定がある場合は二重投稿とみなされ

ますので、注意をお願いいたします。 

 

記 

締め切り期日： 2015 年 1 月 15 日（木）必着 

原稿送付先：〒070-8610 

 北海道旭川市金星町 1 丁目 1-65 

        市立旭川病院 臨床工学室 

      窪田 將司<Kubota Syouji> 

 

Phone ：0166-24-3181(内線 8307) 

FAX ：0166-24-1125 

Mail : s_kubota@city.asahikawa.hokkaido.jp 

 

※後日投稿の意志に変更が生じた場合も、上記

まで連絡をお願いいたします。 

2014 年 12 月 5 日：北海道医療新聞掲載記事 

 第 25 回北海道臨床工学会の様子は、12 月 5

日の北海道医療新聞にも掲載されました。 

 記事では、東北薬科大学病院の菊地徹先生に

ご講演頂いた教育講演「東日本大震災時に臨床

工学技士が果たした役割」の様子や、当会の会

員数が 1,000 人を超えたことなどが紹介されま

した。 

mailto:s_kubota@city.asahikawa.hokkaido.jp
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去る 11 月 15 日に TKP ガーデンシティ札幌

駅前において北海道手術室安全セミナーin札幌

が開催されました。 

本セミナーは以前より電気メス安全セミナー

として開催しておりましたが、近年の医療安全

に対する意識の高まりを踏まえ、手術室の安全

管理のみならず、病院全体の医療安全という広

義の話題を取り扱うセミナーとして、これまで

に札幌、旭川、函館、釧路、帯広、北見など全

道各地で過去 16 回開催し、好評を頂いており

ます。 

講演内容は医療安全をテーマとして具体的な

事故事例を織り交ぜながら情報の共有とその対

策について学べ、日常業務に役立つ内容で行わ

れました。 

本セミナーにご協力いただき、講義していた

だいた先生方、座長の労をお取りいただいた先

生方に深く御礼申し上げます。 

北海道手術室安全セミナーの様子 

去る11月22日にTKP札幌ビジネスセンター

赤れんが前において北海道心カテセミナー

2014Vol.1が開催されました。本セミナーは「造

影剤腎症と腎保護」をテーマに当会と株式会社

GOODMANの共同で催されました。 

セミナーでは「造影剤腎症と腎保護の実際」

と題して洛和会丸太町病院 塩田裕啓先生に講

演していただきました。 

また、パネルディスカッションでは「自施設

における心カテ業務」をテーマに 4 人の先生に

講演、討議して頂きました。 

 パネルディスカッションの演者の皆様、ご講

演頂いた先生方に深く御礼を申し上げます。 

北海道心カテセミナーの様子 

2014 年 10 月 25 日に、札幌北楡病院 講堂に

おきまして、「アフェレシス技術セミナー2014」

と「第 34 回日本アフェレシス学会北海道地方

会」が開催され、道内各地より多数のご参加頂

き、盛会裡に終えることができました。 

本セミナーは当会が主催、日本アフェレシス

学会北海道地方会の後援を頂き合同開催致しま

した。 

3題行われた技術講演では、東レ・メディカル

株式会社、旭化成メディカル株式会社、ガンブ

ロ株式会社の3社のご協力のもとアフェレシス

療法の現況や、安全管理についてわかりやすく

講義していただきました。 

 開催に当たり後援頂いた日本アフェレシス学

会北海道地方会、ご協力を頂いた各社の皆様に

御礼を申し上げます。 

アフェレシス技術セミナーの様子 
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制度の趣旨 
医薬品・医療機器等安全性情報報告制度は、

日常、医療の現場においてみられる医薬品、医

療機器又は再生医療等製品の使用によって発生

する健康被害等（副作用、感染症及び不具合）

の情報を医薬品、医療機器等の品質、有効性及

び安全性の確保等に関する法律（以下「法」と

いう。）第 68 条の 10 第 2 項に基づき、医療関係

者等が直接厚生労働大臣に報告する制度です。 

報告された情報は、専門的観点から分析、評

価され、必要な安全対策を講じるとともに、広

く医療関係者に情報を提供し、医薬品、医療機

器及び再生医療等製品の市販後安全対策の確保

を図ることを目的としています。 

なお、法第 68 条の 13 第 3 項に基づき、厚生

労働大臣が独立行政法人医薬品医療機器総合機

構（以下「機構（PMDA）」という。）に医薬関

係者についての副作用等報告に係る情報の整理

を行わせることとしたため、平成 26 年 11 月 25

日より、報告窓口は機構（PMDA）に変わりま

した。 
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◆RM ニュース◆ 
 ＜手術ミス 白内障手術、 

レンズを左右逆に＞ 
神戸市の病院は 3 日、白内障患者の両眼に眼

内レンズ（アクリル製・直径 6 ミリ）を挿入す

る手術で、左右のレンズを逆に取り違える医療

事故があったと発表した。病院側は患者に謝罪。

左眼の術後経過は良好だったため、右眼レンズ

のみを交換手術した。 

 同病院によると、患者は同市内の 70 代男性。

主治医が手術に向けた検査結果を電子カルテに

記入する際、誤って左右の度数データを逆にし

てしまい、手術の指示簿にもそのまま反映され

た。 

 手術が実施されたのは左右ともに５月中。右

眼の手術後の検査で、患者から「見えにくい」

と訴えがあり、発覚した。左眼の見え方に問題

はなく、再手術は行わなかった。 

 主治医は「確認が不十分だった」と話し、診

療科部長から厳重注意を受けた。同病院はこの

医療事故について「単純ミス」と説明。手術前

にレンズの度数を複数の医師で確認するよう、

徹底した。 

毎日新聞社  2014 年 10 月 4 日(土) 配信 

＜「不適切麻酔で意識障害」と告訴＞ 

 登米市の病院（登米市迫町）で手術中に不適

切な麻酔をされ、重い意識障害を負ったとして、

同市の主婦（73）が 7 日までに、業務上過失致

傷の疑いで、男性麻酔科医＝石巻市＝を宮城県

警佐沼署に告訴し、同署が受理した。病院は調

査委員会を設置して麻酔科医のミスが原因と判

断したが、公表していない。 

 告訴状によると、麻酔科医は 2013 年 6 月 20

日、自宅玄関先で転んで右手首を骨折した主婦

の骨を固定する手術を担当。人工呼吸器（麻酔

器）の操作を誤った上に気管挿管に失敗し、主

婦を低酸素脳症に陥らせた業務上過失致傷の疑

いがあるとしている。 

 病院は手術の 3 週間後に調査委を設け、こと

し 2 月に報告書をまとめた。 

（1）麻酔科医が麻酔器の始業点検で外した部品

を戻し忘れ、酸素が漏れた状態で麻酔薬を投与

した 

（2）酸素を送るチューブを食道に挿入した 

＜酸素吸入中にたばこ、 
火災相次ぐ…死亡事故も＞ 

 酸素吸入器を使用中に、たばこを吸おうとし

て火災になるケースが、今年に入って東京都内

で 2 件起きていたことが東京消防庁の調査でわ

かった。 

 酸素吸入器の酸素は高濃度で引火しやすく、

同庁などは、近くで火を使わないよう呼びかけ

ている。 

 酸素吸入器は、呼吸を補助する医療機器。濃

縮装置で作り出した高濃度の酸素を鼻に差し込

＜「人工呼吸器に欠陥」提訴  

筋ジス患者の遺族＞ 

筋ジストロフィーで自宅療養していた男性＝

当時（31）＝が死亡したのは人工呼吸器の欠陥

が原因だとして、遺族が製造会社や呼吸器を貸

し出した国立病院機構などに計 1 千万円の損害

賠償を求める訴訟を 17 日までに東京地裁に起

こした。 

 訴状などによると、男性は 2007 年から人工呼

吸器を自宅で使っていた。昨年 4 月 11 日朝、の

どにつなげる呼吸器のチューブが外れて呼吸で

きなくなっているのに母親が気づき、病院に搬

送したが同日夜に亡くなった。チューブが外れ

たことを知らせる警報は鳴らなかったという。

遺族側は訴状で「チューブと警報の構造に欠陥

があった」として、製造会社には製造物責任法

に基づく賠償責任があると主張。国立病院機構

に対しては「呼吸器の使い方の指導が不十分だ

った」と訴えた。 

共同通信社  2014 年 10 月 17 日(金) 配信 

の二つの過失が原因だったと結論付けたが、こ

れまで明らかにしていない。 

 病院側は「医療事故の公表基準がなく、主婦

の家族の心情に配慮して公表を控えた。麻酔科

医が告訴されたことについては事実関係を把握

しておらず、コメントできない」と説明してい

る。 

 主婦は低酸素脳症により自力での移動や食

事、会話などができず、現在も入院している。

成年後見人に選任された弁護士が告訴状を提出

した。 

 麻酔科医は大学病院（仙台市青葉区）からの

派遣で、非常勤だった。 

河北新報 2014 年 10 月 8 日(水) 配信 
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下記に示すセミナー、学会等が開催されます。

皆様多数の参加をお願いいたします。詳細は公益

社団法人 北海道臨床工学技士会ホームページ

または各記載の webサイトをご覧ください。 

平成 26 年度 11 月までの理事会からのお知らせ 

・ 第 25 回北海道臨床工学会運営について 

・ 次年度、第 2 回東北北海道臨床工学会 

（北海道開催）について 

・ 会員数について、1,000 人突破 

（11/30 付：1,005 人） 

・ 会費未納者の対応について 

 

****************************************** 

2015 年 5 月 23 日（土）～24 日（日） 

「第25回 日本臨床工学会」 

会場 福岡国際会議場ほか 

福岡県福岡市博多区石城町2-1 

http://www.ja-ces.or.jp 

****************************************** ＜腹腔鏡手術後 8 人死亡… 
群大病院、同じ医師執刀＞ 

群馬の病院（前橋市）で 2011～14 年、腹腔

鏡（ふくくうきょう）を使う高難度の肝臓手術

を受けた患者約 100 人のうち、少なくとも 8 人

が死亡し、病院が院内調査委員会を設置して調

べていることがわかった。 

 8 人を執刀したのはいずれも同じ医師。同病院

ではこれらの手術は事前に院内の倫理審査を受

ける必要があるとしているが、担当の外科は申

請していなかった。 

 病院関係者によると、手術が行われたのは第

二外科（消化器外科）。死亡した 8 人は 60 代～

80 代の男女で、肝臓がんなどの治療として腹腔 

ている。 

 酸素吸入器は、呼吸を補助する医療機器。濃

縮装置で作り出した高濃度の酸素を鼻に差し込

んだチューブを通して、体内に送り込む。 

 同庁によると、今年 5 月、足立区の女性（51）

がチューブを鼻から外し、たばこを吸ったとこ

ろ、火種がチューブに触れて引火し、大けがを

した。10 月には港区の男性（79）が酸素吸入器

を着けたまま、たばこを吸おうとしたところ、

チューブから漏れ出た酸素に引火、顔や服に火

が燃え広がり、死亡した。同様の火災は 2004 年

～13 年の 10 年間に都内で 11 件起き、計 8 人が

死傷しているという。  

 医療用ガス供給業者などでつくる「日本産

業・医療ガス協会」（港区）によると、チューブ

には大気中の約 4～5 倍の濃度の酸素が通って

おり、マッチや線香などの小さな火種でも、鼻

などから漏れた酸素に触れると、一気に燃え広

がることがある。同協会は「家族も含めて、火

気を近づけないよう注意してほしい」としてい

る。 

読売新聞社  2014 年 10 月 31 日(金) 配信 

鏡を使う肝臓切除手術を受けた。手術と死亡の

因果関係は現時点では不明だが、8 人は術後に容

体が悪化し、約 3 か月以内に肝不全などで亡く

なった。 

 事態を重く見た病院側は現在、同科肝胆膵（す

い）（肝臓、胆道、膵臓）グループの全手術を

停止している。 

読売新聞社  2014 年 11 月 14 日(金) 配信  
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